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新文化会館の施設内容について 

 

新文化会館の施設内容を検討するにあたり、標準的な施設内容と日光市の現状を下

記のとおりまとめましたので、必要となる諸室や規模について、ご意見をいただきた

い。 

諸室名 標準的な施設内容 日光市の現状 

大ホール 

（８００席） 

 今市文化会館と同様のプロセニアム

形式※である多目的なホール 

（※額縁舞台のあるホール） 

 客席は固定席で、客席幅はゆったり 

 今市文化会館に 1,066 席の固定席があ

るがやや狭い 

小ホール 

（２００席程度） 

 移動観覧席や置き椅子等で、平土間

での利用も可能 

 今市文化会館には設置されていない 

 中央公⺠館に中ホール（200 名）、小ホ

ール（50 名）がある 

リハーサル室 

（多目的室） 

 発表会・コンサートのリハーサルを行

う 

 多目的に利用できる室として設置 

（発表会・コンサート、展示室、パーテ

ィー会場などとして利用可能） 

 小ホールとリハーサル室を兼ねる場

合もある 

 今市文化会館に楽屋と兼ねるリハーサ

ル室が １室ある（54 ㎡） 

楽屋 

（大楽屋・中楽

屋・小楽屋） 

 大楽屋（80 ㎡・40 名程度）・中楽屋

（30 ㎡・10 名程度・小楽屋（15 ㎡・3 名

程度） 

 大楽屋と会議室を兼用して、利用率

を上げることもできる 

 大楽屋等に移動間仕切りを設けて、

分割利用ができるようにすることもある 

 一部を和室仕様の楽屋とする場合も

ある 

 今市文化会館に５室あり 

 各楽屋の利用率（年間利用コマ数／年

間最大コマ数）は 20％程度 

 最大の楽屋１（43 ㎡程度）では 10 名の

利用が可能 

スタジオ 

 防音仕様として、バンド練習、ピアノ

の演奏・録音等ができる 

 大スタジオは大会議室と兼用すること

もできる。 

 今市文化会館には設置されていない 

 中央公民館に防音仕様の視聴覚室が

ある 

ギャラリー 

 市民の絵画作品等を展示する 

 上記のリハーサル室と兼用することも

できる 

 今市文化会館には設置されていない 

 中央公民館に展示ホール A・B がある 

和室 

 書道、華道、茶道のほか、ヨガや体操

等でも利用できる 

 今市文化会館には設置されていない 

 中央公⺠館に和室１・２（各 20 名）があ

る 

アトリエ 

 流し台・机・プロジェクター等があり、

芸術文化活動のイベント実施やワー

クショップ、講習等に利用できる 

 今市文化会館・中央公民館ともに設置

されていない 

会議室 

（大会議室（80

㎡ ・ 40 名 程

度）・小会議室

（30 ㎡・10 名

程度）） 

 打合せ等に使用する 

 大会議室は大楽屋と兼用することもで

きる 

 今市文化会館には設置されていない 

 中央公⺠館に会議室１・２（各 20 名）が

ある 
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諸室名 標準的な施設内容 日光市の現状 

エントランス 

ホール 

 エントランスホールは公演が無い日で

も、複合機能利用者や地域に開かれ

た空間として設置される 

 イベント利用やカフェスペースを設け

る 

 今市文化会館にホワイエがある 

 特にイベント等は実施されていない 

広場・緑地等 
 憩いの場（東屋・ベンチ等）、散策路

など 

 今市文化会館と中央公民館の間に庭

園がある 

 

※授乳やおむつ替えの部屋及びキッズスペースについては、標準的な施設機能として

設置します。 

 

 

〈まとめ〉 

・標準的な施設内容を参考に、新文化会館の諸室として必要なもの、不必要なもの、

また各諸室の規模や部屋数についてご意見をいただきたい。 

・各諸室の利用頻度や市の財政状況を考慮したうえで、新文化会館の施設内容につい

て検討してまいりたい。 

・本日いただいたご意見をもとに、新文化会館と中央公民館の機能分担も考慮したう

えで、市の考えを次回の市民委員会でお示ししたい。 

 


